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哺乳類において，消化管ホルモンは食欲調節ホルモンとして働く。例えば，気がホルモ

ンであるグレリンは，摂食前に胃から放出され，食欲を刺激する。対照的に，満腹ホルモ

ンであるコレシストキニン，グルカゴン様ペプチド-1，及びペプチドYYは摂食後に腸から

放出され，食欲を抑制する。これらのペプチドの効果は哺乳類と魚類で類似していること

が示されている。しかしながら，これらの消化管ホルモンの生理的役割は鳥類とその他の

脊椎動物との間で異なることが示唆されている。本稿では，鳥類，特にニワトリの摂食調

節における消化管ホルモンの役割に関する現在の知見を要約する。 
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排泄クレアチニン量が家禽のアミノ酸と蛋白質要求量推定の指標になりうるかを判定

するために二つの試験を行った。試験 1 および 2 それぞれにおいて、基質であるメチ

オニンおよびアルギニンの飼料中含量が排泄物中の尿由来クレアチニン量に及ぼす

影響を調べた。 
8日齢のチャンキー系ブロイラーヒナを 5羽ずつ3飼料区に割り当て、それぞれ試験

飼料を 7 日間給与した。飼料はトウモロコシと大豆粕主体の飼料を用い、試験 1 ではメ

チオニン含量を、試験 2ではアルギニン含量を、それぞれ日本飼料標準における要求

量に対し不足、至適、過剰の 3 段階設定した。排泄物は最終 3 日間分を回収し、排泄

物中のクレアチニン量の測定を行った。ヒナは試験終了時に頸椎脱臼にて安楽死させ

たのち肝臓を採取し、肝臓アルギニングリシンアミジノトランスフェラーゼ（AGAT）活性

を測定の試料とした。 
排泄クレアチニン量は飼料中のメチオニンおよびアルギニン含量いずれにおいても

不足から至適まで増加するのにともない上昇し、その後一定になった（p<0.05）。肝臓

AGAT 活性は飼料中メチオニンあるいはアルギニン含量が増加するにともない低下し、

その後一定になった（p<0.05）。 
以上より、基質であり制限アミノ酸であるメチオニンおよびアルギニンに対しクレアチ

ニンの排泄量が用量依存的に変化することが示された。このことから、タンパク質やそ

の他のアミノ酸の Dose response を確認する意義があることが示された。 
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